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は
じ
め
に

「
理
論
が
ど
の
よ
う
に
現
実
世
界
で

実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
た
い
」。そ

の
よ
う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
昨
年

の
八
月
か
ら
今
年
の
五
月
の
九
カ
月
間
、

私
は
「
や
る
気
応
援
奨
学
金
（
長
期
海

外
研
修
部
門
）」を
い
た
だ
い
て
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
大
学

（
以
下
Ａ
Ｕ
）
に
留
学
し
た
。
そ
の
よ

う
な
問
題
意
識
が
生
ま
れ
た
の
は
、
大

学
で
二
年
間
国
際
政
治
を
勉
強
し
た
か

ら
で
あ
っ
た
。
将
来
日
本
に
軸
を
置
い

て
国
際
関
係
に
携
わ
り
た
い
身
と
し
て

歴
史
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
外
交
を
学
ぶ

に
つ
れ
、
数
々
の
理
論
が
分
析
手
法
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

無
政
府
状
態
の
国
際
関
係
を
国
益
と
勢

力
均
衡
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
リ
ア
リ

ズ
ム
（
現
実
主
義
）、法
律
、
文
化
、
経

済
、
政
治
体
制
な
ど
に
重
き
を
置
く
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
理
想
主
義
）
な
ど
、
時

代
の
潮
流
に
伴
い
諸
理
論
が
生
ま
れ
、

学
者
の
論
争
に
磨
か
れ
て
発
展
し
て
き

た
。そ

の
中
で
も
私
の
興
味
を
引
い
た
の

が
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ヴ
ィ
ズ
ム
（
社

会
構
成
主
義
）
で
あ
っ
た
。
国
際
関
係

に
お
け
る
規
範
、
ア
イ
デ
ア
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
す
る
こ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
よ
り
人
間
の
心
理
的
側
面
に

焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。「
こ
れ
だ

け
理
論
が
発
展
し
た
今
日
、
政
策
決
定

者
は
い
か
な
る
心
理
で
理
論
を
用
い
て

い
る
の
か
？
」、「
将
来
を
共
に
す
る
世

界
中
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ト
は
、
今

ど
の
よ
う
な
視
点
で
諸
理
論
を
学
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」。そ
の
よ
う
な
疑

問
が
芽
生
え
た
途
端
、
私
は
留
学
を
決

意
し
た
。

W
ashington S

em
ester P

rogram

私
の
問
題
意
識
に
何
か
し
ら
の
答
え

を
も
ら
え
る
と
期
待
し
て
選
ん
だ
留
学

先
が
、
Ａ
Ｕ
のW

ashington Sem
ester 

Program
（
以
下
Ｗ
Ｓ
Ｐ
）
で
あ
る
。
Ｗ

Ｓ
Ｐ
は
全
米
各
州
と
世
界
中
か
ら
一
学

期
（
約
四
カ
月
）
の
間
首
都
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
に
集
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
て
週
二
日
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
週
三
日
の
ゼ
ミ
を
提
供
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ゼ
ミ
は
主
に
週

一
回
の
講
義
、
及
び
（
ま
た
は
）
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
、
そ
し
て

毎
週
三
︱
四
人
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

に
よ
る
講
演
・
質
疑
応
答
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
招
か
れ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
機
関
、

大
使
館
や
国
務
省
・
国
防
省
な
ど
の
政

府
機
関
、
議
員
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
草

の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ま
で
、
背
景
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
で
の
実
務
経
験

と
合
わ
せ
、
生
き
生
き
と
し
た
環
境
で

自
分
の
研
究
し
た
い
分
野
を
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ

は
「
ア
メ
リ
カ
政
治
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
と
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
国
際
法
と
国
際

機
関
」、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
な
ど
、

全
一
〇
コ
ー
ス
か
ら
好
き
な
分
野
を
選

択
出
来
る
こ
と
か
ら
、
私
は
秋
学
期
に

「
中
東
と
世
界
問
題
（M

iddle East &
 

W
orld A

ffairs

、
以
下
Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ａ
）」、
春

学
期
に
「
外
交
政
策
（Foreign Policy

、

以
下
Ｆ
Ｐ
）」を
選
択
し
た
。

法学部

「
や
る
気
応
援
奨
学
金
」
リ
ポ
ー
ト

95Vol.

ワ
シ
ン
ト
ン
で
中
東
と
外
交
学
ぶ

海
外
研
修
や
イ
ン
タ
ー
ン
も
経
験

法
学
部
政
治
学
科
四
年　

岡
嶋

美
和
（
都
立
武
蔵
高
校
）
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ら
く
二
度
と
な
い
貴
重
な
機
会
で
あ
っ

た
。

ヨ
ル
ダ
ン
大
使
館

Ｗ
Ｓ
Ｐ
の
も
う
一
つ
の
売
り
で
あ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
自
身
が

英
語
で
履
歴
書
を
書
き
、
面
接
を
経
て

獲
得
す
る
。
私
は
幸
運
に
も
、
在
米
ヨ

ル
ダ
ン
大
使
館
の
広
報
課
で
お
仕
事
を

い
た
だ
い
た
。
主
な
業
務
は
ア
メ
リ
カ

主
要
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ヨ
ル
ダ
ン
・

中
東
の
情
報
収
集
及
び
報
告
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
改
訂
の
た
め
の
情
報
収
集
、
大

使
館
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
研
修
旅
行

中
も
、
国
際
政
治
の
渦
中
に
い
る
方
々

と
お
会
い
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

ト
ル
コ
で
は
与
党
・
野
党
の
議
員
、
シ 

リ
ア
国
民
評
議
会
、
ト
ル
コ
外
務
省
、

Ｅ
Ｕ
省
、
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
方 

々
。
ま
た
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
ム
ス
リ
ム
同

胞
団
な
ど
の
野
党
、
シ
リ
ア
大
使
館
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
館
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
キ
ャ
ン
プ
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
、
ニ
ュ
ー
ス
で

見
て
き
た
光
景
が
目
の
前
に
存
在
し
、

最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
話

を
聞
け
た
こ
と
は
、
今
振
り
返
る
と
恐

に
関
し
て
も
、“If once people learn 

the history of the M
iddle East, they 

w
ill know

 w
hich is on the right side. 

People are too ignorant.

（
一
度
中
東

の
歴
史
を
勉
強
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
側
か
は
分
か
る
。
人
々
は
た
だ
無

知
な
だ
け
。）”

と
い
う
言
葉
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
九
・
一
一
は
彼
ら

に
と
っ
て
一
種
の
目
覚
ま
し
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
よ
り
客
観
的
に
中
東
を
知

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
も
話
し
て
い

た
。
彼
ら
の
世
代
が
今
後
ア
メ
リ
カ
の

外
交
政
策
に
ど
う
影
響
す
る
か
、
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

海
外
研
修
旅
行

学
問
と
現
実
の
関
連
を
重
視
す
る
Ｗ

Ｓ
Ｐ
は
、
幾
つ
か
の
コ
ー
ス
で
海
外
研

修
を
付
け
て
い
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ａ
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
私
た
ち
は
ト
ル
コ
と
ヨ

ル
ダ
ン
に
三
週
間
滞
在
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
当
初
は
ト
ル
コ
の
代
わ
り
に
エ

ジ
プ
ト
で
あ
っ
た
が
、
在
リ
ビ
ヤ
米
大

使
館
襲
撃
事
件
に
よ
る
情
勢
の
不
安
と

い
う
理
由
で
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
し
か
し
三
カ
月
後
に
私
た
ち
が
訪

問
し
た
在
ト
ル
コ
米
大
使
館
で
自
爆
テ

ロ
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
身
が

中
東
と
世
界
問
題

大
統
領
選
挙
で
全
米
が
沸
い
た
二
〇 

一
二
年
後
半
、「
選
挙
前
で
は
政
治
は
内

向
き
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
考
え
、
本

命
で
あ
っ
た
外
交
政
策
は
春
に
回
し
、

最
終
的
に
選
ん
だ
分
野
は
「
中
東
」
で

あ
っ
た
。
中
東
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
国
際
政
治
の
心
理
的
側
面
を
学

び
た
か
っ
た
私
は
、
九
・
一
一
後
の
世

代
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ア
メ
リ
カ

人
が
、
ど
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

を
学
び
、
理
解
し
て
い
る
の
か
垣
間
見

た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
一
二
人

の
う
ち
、
留
学
生
は
二
人
。
敬
け
ん
な

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人 

の
男
の
子
と
、
日
本
人
の
私
で
あ
る
。

結
論
か
ら
先
に
ま
と
め
る
と
、「
宗
教
的

信
念
は
学
問
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
」

で
あ
る
。
わ
ず
か
一
一
人
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
を
根
拠
に
こ
の
結
論
が
一
般
化
出

来
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
こ
れ
が
私
が

四
か
月
間
共
に
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
る

一
つ
の
答
え
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
予
想

以
上
に
中
東
に
関
す
る
理
解
が
深
く
、

客
観
的
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題 

研
修
旅
行
中
ヨ
ル
ダ
ン
（
ペ
ト
ラ
）
に
て
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の
開
講
の
ほ
か
、
五
三
年
の
伝
統
を
誇

る
桜
祭
り
、
高
校
生
の
た
め
の
全
米
日

本
語
大
会
、
小
学
校
・
図
書
館
訪
問
プ

ロ
グ
ラ
ム
（Japan-in-a-Suitcase

）
を

運
営
し
て
い
る
。
私
が
担
当
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
文
字
通
り
日
本
の
文
化
を

紹
介
出
来
る
物
（
ラ
ン
ド
セ
ル
、
浴
衣
、

折
り
紙
な
ど
）
を
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
詰

め
込
み
、
日
本
文
化
の
理
解
促
進
を
目

的
と
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
広
報
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
調
整
、

プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
ま
で
裁
量
す
る
。
任

さ
れ
る
分
責
任
を
伴
う
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
担

う
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
商
品
と
し
て

捉
え
、Plan D

o C
heck A

ction

の
サ
イ

ク
ル
を
繰
り
返
し
た
こ
と
は
経
営
の
勉

強
に
な
っ
た
。
ま
た
、
伝
統
あ
る
桜
祭

り
に
主
催
者
側
と
し
て
参
加
し
、
人
々

に
直
接
日
本
文
化
を
広
報
出
来
た
こ
と

は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

座
論課

外
活
動
の
一
環
と
し
て
、
私
は
Ａ

Ｕ
に
あ
る
日
本
人
学
生
の
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
を
目
的
と
し
た
団
体
、

「
座
論
」
に
所
属
し
た
。
座
論
で
は
主

に
Ｄ
Ｃ
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
日
本
人
の

め
て
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

日
米
協
会

春
学
期
に
私
が
イ
ン
タ
ー
ン
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
日
米
協
会
で
あ
る
。
大
使
館
レ
ベ
ル

で
外
交
を
見
た
次
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル

で
日
米
外
交
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
、

教
育
的
・
文
化
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
両
国

の
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
こ
の
非
営
利
組
織
に
申
し
込

ん
だ
。
日
米
協
会
で
は
、
日
本
語
教
室

立
場
を
調
べ
、
相
手
に
説
明
し
、
発
表

時
に
互
い
の
見
解
（
原
稿
）
を
交
換
す

る
こ
と
に
し
た
。
尖
閣
諸
島
は
議
論
を

呼
ぶ
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
私
が
プ
レ
ゼ
ン
と
ク
ラ
ス
と
の
討
論

で
実
感
し
た
こ
と
は
、
自
国
の
立
場
を

一
辺
倒
で
押
し
通
せ
な
い
と
い
う
現
実

で
あ
っ
た
。
詳
し
い
理
由
は
誌
面
の
字

数
制
限
上
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

日
米
中
の
国
内
・
国
外
、
ひ
い
て
は
世

界
全
体
へ
の
影
響
を
か
ん
が
み
る
と
、

非
常
に
敏
感
な
外
交
案
件
で
あ
る
と
改

ベ
ン
ト
の
裏
方
の
手
伝
い
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
大
使
館
初
の
非
ア
メ
リ
カ

人
と
い
う
の
は
大
い
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
困
難
も
あ
っ
た
が
、
週
二
日
の
一
六

時
間
ず
っ
と
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
英
語
漬

け
に
な
り
、
外
交
の
仕
事
に
じ
か
に
携

わ
り
、
上
司
と
良
好
な
関
係
を
築
け
た

こ
と
は
、
何
よ
り
の
財
産
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

外
交
政
策

朝
四
時
に
起
床
し
て
オ
バ
マ
の
就
任

演
説
を
見
届
け
た
一
月
、
外
交
政
策
の

授
業
が
始
ま
っ
た
。
授
業
の
形
態
は
Ｍ

Ｅ
Ｗ
Ａ
と
同
様
、
主
に
講
義
、
プ
レ
ゼ

ン
そ
し
て
貴
重
な
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
の
対
話
で
あ
る
。
扱
う
テ
ー
マ
も
週

ご
と
に
替
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

欧
米
・
米
露
関
係
か
ら
始
ま
り
、
イ
ン

ド
、
中
央
ア
ジ
ア
、
中
国
と
、
東
方
へ

移
っ
て
い
く
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
︱
、
水
問
題
と
い
っ
た
、
国
単
位
で

は
な
い
重
要
事
項
も
含
ま
れ
て
い
た
。

中
身
の
濃
い
授
業
の
中
で
私
が
一
番
良

い
経
験
で
あ
っ
た
と
言
え
る
こ
と
は
、

中
国
系
カ
ナ
ダ
人
と
行
っ
た
尖
閣
諸
島

に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
で
あ
っ
た
。
私
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
（
出
生
国
）
の

日
米
友
好
の
象
徴
で
あ
る
一
〇
一
周
年
の
桜
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人
と
韓
国
人
と
再
び
一
部
屋
で
寝
泊
ま

り
し
、
多
角
的
に
ア
メ
リ
カ
外
交
を
学

ん
だ
。
毎
週
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
イ
ベ
ン

ト
に
足
を
運
び
、
無
料
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
博
物
館
・
美
術
館
、
政
府
機
関
、
国

際
機
関
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
な
観
光

名
所
を
堪
能
す
る
。
今
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
ま
る
で
夢
の
よ
う
な
毎
日
で
あ

っ
た
。
他
方
で
は
自
分
の
小
学
校
レ
ベ

ル
の
英
語
、
常
に
受
動
的
で
物
事
を
批

判
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
姿
勢
、
自
己
管

理
が
出
来
な
い
弱
さ
に
情
け
な
く
、
悔

し
く
な
る
場
面
も
何
度
も
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
も
踏
ま
え
て
、
活
気
に
満
ち

た
学
習
環
境
、
出
会
え
た
人
々
、
体
感

出
来
た
場
面
は
一
生
モ
ノ
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。
留
学
を
終
え
た
今
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
頂
戴
出
来
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
同
時
に
、
か
な
ら
ず
こ
の

経
験
を
生
か
そ
う
と
新
た
な
や
る
気
が

芽
生
え
て
き
た
。
共
に
過
ご
し
た
友
人

と
ま
た
い
つ
か
再
会
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
次
回
は
職
を
持
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
に
帰
り
た
い
と
思
う
。
留
学
前
・

留
学
中
お
世
話
に
な
り
、
そ
し
て
温
か

く
帰
り
を
迎
え
て
く
れ
た
す
べ
て
の
皆

様
に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

留
学
を
終
え
て

Ｄ
Ｃ
で
過
ご
し
た
九
カ
月
間
は
、
毎

秒
が
刺
激
的
で
、
生
き
生
き
と
し
て
い

た
。
前
期
は
ド
イ
ツ
人
と
フ
ラ
ン
ス
人

の
ル
ー
ム
メ
ー
ト
と
過
ご
し
な
が
ら
中

東
の
世
界
に
浸
り
、
後
期
は
ア
メ
リ
カ

己
利
害
の
た
め
に
用
い
て
い
る
」
で
あ

る
。
高
等
教
育
を
受
け
て
ど
ん
な
に
国

際
政
治
に
精
通
し
て
い
る
人
で
も
、
自

分
の
意
見
・
利
害
に
都
合
の
良
い
物
語

を
引
用
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
分
の
都

合
に
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
自
覚
し
て

い
て
も
、
や
は
り
自
分
の
正
統
性
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
た
め
に
そ

う
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
悟
っ
て

い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
政
治
と

い
う
場
に
お
い

て
は
当
た
り
前

の
よ
う
な
こ
の

答
え
が
、
自
分

の
今
後
に
ど
の

よ
う
に
生
か
せ

る
の
か
は
ま
だ

明
ら
か
で
な
い

が
、
少
な
く
と

も
相
手
の
思
考

回
路
、
及
び
魂

胆
を
把
握
す
る

こ
と
の
重
要
性

は
身
を
も
っ
て

体
感
出
来
た
。

社
会
人
の
方
々
や
日
本
に
縁
の
あ
る
ア

メ
リ
カ
人
の
方
を
お
招
き
し
て
講
演
会

を
主
催
す
る
一
方
、
学
生
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

当
初
は
日
本
人
と
の
か
か
わ
り
を
躊
躇

し
て
い
た
が
、
自
身
の
視
野
を
広
げ
る

た
め
に
も
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

結
果
、
二
学
期
間
で
開
催
し
た
講
演
会

は
計
一
一
回
に
上
り
、
学
者
、
商
社
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
、
日
中
大
使
館
公
使
に

至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
お

呼
び
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
座
論
を
通

じ
て
得
た
企
画
力
・
調
整
力
・
実
行
力
、

及
び
伺
う
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
お
話

は
、
今
後
の
就
職
活
動
と
そ
の
先
社
会

人
に
な
っ
て
も
生
か
さ
れ
る
と
強
く
感

じ
て
い
る
。

自
分
な
り
の
答
え

Ｗ
Ｓ
Ｐ
は
期
待
通
り
、
机
で
の
勉
強

の
み
な
ら
ず
、
学
問
が
生
ま
れ
、
生
か

さ
れ
て
い
る
現
実
世
界
へ
の
接
点
を
提

供
し
て
く
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
ア
メ
リ
カ
外
交
を
学
び
、
前
期
の
中

東
コ
ー
ス
と
合
わ
せ
て
導
き
出
し
た
、 

当
初
の
問
題
意
識（「
理
論
が
ど
の
よ
う

に
現
実
世
界
で
実
践
さ
れ
て
い
る
の

か
」）の
私
な
り
の
答
え
は
、「
各
自
、
自

ド
イ
ツ
人
の
ル
ー
ム
メ
ー
ト
と
リ
ン
カ
ー
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
に
て
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